
平成13年度 研究報告 大分県産業科学技術センタ山  

カメラ用光学部品の再生に関する研究  
機能性薄膜作製技術に関する研究  

秋本恭喜・池甘哲心付肥潔丈＊・佐藤忠則ブ  

樅械電子部。 大分カメラ修理センターX  

S紬dyomRe㍑Se－甘ec馳臨孟queoFOptica且Parts董brCamera。  

－ヽ†LJ（h＝lrこIhT・iLllttiい‖い1、thLlrurlLITiorliIlthitltlhll－－  

YasukiAK王MOTO■Tetsu電KヒDA。KiyofumiYAMADA￥■TadanoriSAlげ  

MechanlCS＆Ltectr（）nicsDivISIOn・（）itaCAMERARepalrCentcr  

要旨  

カメラ等に使川されているプリズムに／〕いて、光′学部品♂〕再生抜術開発び）ため黒特性劣化膜げ）剥離霊反射膜。保護膜   

〝〕成膜豊再牛した光学部晶の評価といった一連のプセセスを検討，試料に腐食により黒い帯状のスジが発生し透過率が   

30数％程度まで特性劣化したプリズムに／〕いて，再生実験を行／つた結果，同社製カメラ♂）プリズム特性とC現七較に上   

り，はぼ同程度の透過率特性が得られているLl二とを確認した．  

2．実験方法   

試料には，Flg．2に示すように腐食により黒い帯状のス  

ジが発生しノ透過率が30数一宮）程度まで特性劣化したプリズ  

ムを使用した。また，実験で用いたプリズム再生プロセス  

をFlg．こうに示す。  

ト はじめに   

カメラ等に使川されているプリズムやレンズ，ハー〔フミ  

ラ」→は，保管状態にLLり数年から 川年を経過するとカビ  

や化ノ羊l叉蘭こよる腐食が発生しノ，使川できなくなる状況が  

発生する。ん方カメラ♂）交換部品は5年か〔）7年でストッ  

クがなくなり，これ以後は修理ができず，廃棄処分を余儀  

なくされるのが現状である．大分カメラ修理センタ・一に寄  

せられたカメラ修理依頼状況をFlg．1に示す．現状，カメ  

ラ修理依頼件数♂〕約7割は，修理対応不能な光′羊系の不良  

が占めている。   

従来，カメラを構成するプリズム等光学部晶の再生を事  

業化する試みは，ほとんど行われてこなかったがこれら光  

′羊部品の再生技術を開発することによるリュー【ス促進に  

より環境負荷軽減への貢献を目的とするものである．   

今回は，プリズム再生の実験について報告を行う。  

平成13年5月虔鰹理伎頬件致  

その億  
プディン留  5冤  

Fig．2 特性劣化したプリズム  

し・・・・、  

ひプリズムを保護している黒い塗料を剥離  

¢蒸着されているアルミ膜を恨により剥離  

［二亘画垂直］  
。剥離後〝〕プリズムを溶剤。純水等で十分に洗浄  

・真空蒸着装置でアルミ膜を蒸着  

㍉蒸着由保護用塗料を塗布  

「 

8分光放射率特性評価  

。耐環境性（沌り夏。温度（ト‘48497準拠））試験  

lプリ議ム牒  
」  鼠  

29監  
計 58担件  

修理不可  

1Tig．3プリズム＃牛げ）フロセス  Fig．1カメラ修理状況  

ー 65 －   
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Flg、5 アルミ蒸着膜の分光反射率持憫  

Fig4 真空蒸着装置  

アルミ膜蒸着で使川し㌣真空蒸着装眉を盲∫ig．4に示す．  

よた，成瞳条件を′Itlblclに示す．蒸着材料mアルミは，加  

熱蒸写巨源タングステンボーートと反応しノやすいため，頻繁に  

交換が必要である。去た，タングスナン♂〕飛散を「打止すう  

ためタングステンボーートを寝う形でシ←帖 卜状にアルミを  

カットして鞍せ蒸着を行った。  

T止右Jl」成膿条件  

Fig．6 プリズムの光路  

方式  抵抗加熱  

蒸着材料 アルミシーート 99．98％，  

蒸発腑  タングステンポート 99．9％  

バックグランド 2×104Pa以ト  

ボ」「ト試料澗距離 ユ60mm  

某板温度100℃（ランプ加熱）  
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 3。実験結果及び考察   

真空蒸着し／たアルミ膜の分光反射率鞘＝惟をFig．5に示す．  

グラフ中⑳は理科年表び〕デ、一夕∴実線が実験データである．   

要求される暇特経としてそま，高いノ叉射率特性，高い密着  

性，キズがつきにくい硬い膜を得ることが挙げレニ〕れる．   

F土g、6にプリズムの光路を示すが，カメラレンズより入  

射tノた光は，プリズム申で2い車り反射を伴うため，最も特  

性の得にくい波良400nmでの2．5‰け撞牒誉も 倍〝〕5年頼）特  

性損失となるたが）高反射率膜を得ることは巌優先〝〕課題  

となる．   

再生ノ実験び〕結果として∴プリズム再生前後における透牒  

平特他について＝針7に示す．特性劣化時に比べ20数γ－  

以上〃）透過率改善を確認した．また，同社製カメラぴ）プリ  

ズ、ム特性と∽比較により，はぼ同程度〝〕透過率特性が㌍ド〕  

れている二′〔がわかる。   

再生光学部品の評価として，l耐環境性試験について車〕外  

観検査∴私学特性評価において特性の劣化等は雪骨）ところ  

600  
波長（nm）  

ブ00  800  400  500  

ドig。7 プリズム町透過率特性  

卑．おわりに   

今後は さらに光学レンズ系〝）再′仁に／〕いて≠、実験を進  

め，ナ仁メラ用光学部晶の再生技術確立を推進する了′定であ  

るれ   

なお，本研究は企業研究者養成研修事業並びに，継続的  

な技術指導業務び）r環により実施したもび〕である 
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